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自己の実践開発の文脈から探る「論理的に読む」学習指導の系統性
―その１・中学教員前半期に得た実践的知識と課題―
























第１期 甲賀町立甲賀中学校 1994 ～ 1998 年度（５年間）
２→３、１→２→３年生（いずれも当該学年の学級担任）
第２期 大津市立石山中学校 1999 ～ 2004 年度（６年間）
２→３、１→２→３、１年生（いずれも当該学年の学級担任）








































































































































































































































































































































中２ 主張と理由づけとの結びつきの検討 論説文 意見文
















































第 10 時 構成を考える
下書き１
第 11 時 下書き２
第 12 時 輪読会（付箋を貼りながら）
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